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曇

報

史

学

懇

話

会

第
七
＝
固
十
一
月
廿
二
日
（
木
）
於
大
会
議
室

臨
時
講
義
の
た
め
御
来
学
中
の
東
洋
大
学
教
授
鳥
山
喜
一
先
生
を
囲
ん

で
、
往
年
の
湖
海
遺
跡
現
地
踏
査
の
思
い
出
棺
一
げ
を
う
か
が
っ
た
。
な
お
講
義

脳
同
は
「
太
平
天
国
」
で
あ
る
。

人

事

森
洋
講
師
御
就
任

西
洋
史
学
科
講
師
と
し
て
、
五
月
付
を
以
て
森
洋
先
生
を
お
迎
え
し
た
。

先
生
は
昭
和
廿
二
年
東
京
大
学
西
洋
史
学
科
御
卒
業
、
同
大
学
院
を
経
て
青

山
学
院
大
学
に
御
務
職
、
今
般
本
学
に
来
任
せ
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
大
学
院
修
士
課
程
卒
業
論
文
題
目
（
追
加
）

東
洋
史
学
科

大
理
固
に
つ
い
て

国
史
学
科
の
動
向

牧

野

修

十
月
七
日
修
学
旅
行
。
早
朝
長
崎
に
着
き
、
先
着
の
竹
内
先
生
、
箭
内
先

伎
の
お
山
迎
え
を
う
け
、
梢
所
長
崎
荘
を
終
て
長
崎
会
所
を
通
過
、
県
立
図

書
館
へ
行
く
。
田
中
司
書
御
説
明
の
許
に
、
犯
科
帳
、
郷
村
記
等
を
み
る
。

続
い
て
諏
訪
神
社
民
参
拝
。
当
日
は
所
謂
長
崎
お
く
ん
ち
で
大
賑
い
。
更
に

崇
福
寺
を
見
学
、
正
午
丸
山
花
月
K
山
陽
を
偲
ぴ
幕
府
志
士
の
風
流
の
余
韻

を
一
喫
、
午
後
大
浦
天
主
堂
、
グ
ラ
パ

1
邸
よ
り
原
爆
記
念
文
化
会
館
へ
行

奨

報

き
’
局
内
館
長
の
御
案
内
を
う
く
。
原
爆
の
蛾
烈
さ
、
今
更
な
が
ら
際
然
た
る

も
の
を
覚
え
る
。
長
崎
荘
に
一
一
泊
、
翌
朝
騨
散
。
乙
の
閥
種
々
御
商
院
を
頂

い
た
問
中
吋
謀
、
島
内
館
長
等
の
諸
民
に
対
し
心
か
ら
謹
謝
の
窓
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。

十
月
二
十
日
昭
和
三
十
一
年
度
進
学
生
十
六
名
を
迎
え
、
第
一
演
習
室
に

お
い
て
進
学
生
の
自
己
紹
介
、
在
学
生
と
の
交
歓
の
た
め
茶
話
会
を
関
い

ヂ
」

O
中，，十
月
二
十
三
日
九
州
史
学
第
二
号
の
発
刊
を
み
た
。
論
題
決
び
執
箔
汗
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

対

外

交

渉

史

の

課

題

箭

内

健

次

回

遠

の

符

排

撃

に

つ

い

て

川

添

昭

二

新

見

圧

の

名

体

制

正

木

喜

三

郎

ー
文
化
八
年
地
頭
万
田
地
名
寄
帳
の
分
析
｜

佐
藤
信
淵
の
中
央
集
権
的
国
家
論
に
つ
い
て
小
崎
英
違

l
資

料

紹

介

｜

上

安

幸

英

大
正
十
三
年
三
池
労
働
争
議
経
過
誌

十
一
月
一
日
昭
和
二
十
三
年
三
月
本
学
卒
業
の
三
木
俊
秋
氏
は
大
分
県
教

育
研
究
所
よ
り
本
学
九
州
文
化
史
研
究
所
に
御
来
任
に
な
っ
た
。
同
氏
の
御

健
康
を
祈
り
、
御
教
導
の
程
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

東
洋
史
学
科
の
動
向

人

事

十
月
本
年
三
月
研
究
奨
学
生
の
課
程
を
終
え
ら
れ
た
山
内
正
博
氏
は
官
崎

大
学
助
手
に
就
任
さ
れ
、
教
養
部
か
ら
の
進
学
生
と
し
て
古
賀
昭
卒
、
橋
本

礎
両
君
を
、
叉
学
士
入
学
（
本
学
経
済
学
部
卒
）
の
幸
徹
君
を
迎
え
た
。
叉

大
学
院
修
士
過
程
の
牧
野
修
二
氏
は
そ
の
業
を
了
え
ら
れ
た
。

一O
五



西
洋
史
学
科
の
動
向

三
十
一
年
度
西
洋
史
学
科
専
攻
生
と
し
て
、
教
養
部
よ
り
諸
熊
和
俊
、
甲

斐
芳
昭
、
藤
野
瞬
、
舛
添
博
邦
、
三
戸
章
、
安
武
秀
岳
、
讃
井
敏
治
、
編
入

学
に
よ
り
酒
井
浩
一
郎
、
生
熊
来
古
口
の
九
君
。
ぞ
迎
え
に
。

名
誉
教
授
長
寿
吉
先
生
の
御
来
講
に
際
し
て
、
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時

よ
り
、
大
会
議
集
に
て
歓
迎
会
を
開
い
た
。
先
生
の
御
元
気
な
御
盗
を
拝

し
、
一
同
審
び
に
漏
れ
歓
談
の
中
に
時
を
過
し
た
。
今
後
と
も
先
生
の
御
自

愛
の
程
を
御
祈
り
す
る
。

西
洋
史
研
究
会

第
五
十
八
同
例
会
十
月
六
日
（
土
）

英
国
炭
坑
夫
組
合
に
お
け
る
新
組
合
主
義
の
拾
頭

第
五
十
九
回
例
会
十
一
月
二
十
七
日
（
火
）

人
民
党
の
運
動

第
六
十
回
例
会
十
二
月
四
日
（
火
）

領
邦
君
主
制
の
確
立
期
に
お
け
る
村
落
共
同
体
の
変
質

葉

報

第
五
十
二
回
研
究
会
、
十
二
月
十
七
日

宋
代
以
後
の
所
調
「
共
同
体
一
に
つ
い
て

九
州
史
学
会
寄
贈
交
換
図
書
目
録

仁
井
出
殴
氏

古
賀

秀
男

田
坂

和
義

御
藤

模
雄

史史

品告
す圃

雑
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十十 H
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fl 
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人
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情

勢
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十

二

月

号

一

六

号

創
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七
十
周
年

記

念

特

輯

六

巻

一

号

M
M

二

且

ヴ

四
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十
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M
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M
M

十
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経

済

理

論

名
古
屋
大
学
文
学

部
研
究
論
集

東
北
農
村
家
庭
の

環
境
と
構
成

日
本
浄
土
教
成
立

史
の
研
究
バ
ン
フ

郷

土

女

化

鹿

大

史

学

者

古

学

雑

誌

女

科

報
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ア
メ
リ
カ

l
ナ
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学

岩
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史
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国
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京
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会

東
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会

名
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会
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集

地
域
社
会
研
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会

資
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経

済

論

叢

大
和
女
化
研
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神

道

学

続
編
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大
友
史
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M
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奨

報

歴

史

評

論

女

学

会

論

集

駒

沢

史

学

郷

土

文

化

台

湾

研

究

地

学

雑

誌

イ

月

号

刊

号

館

五

号

十
一
巻
問
号

第

一

輯

六
五
巻
三
号

史
淵
筆
者
別
索
引

円至自
第第
七六
0一
樹輯

間

井
手

今
来

江
向島

寿
雄
明
代
女
百
の
馬

遼
東
陣
内
市
管
見

越
智

重
明
南
朝
の
貴
族
と
豪
族

カ

行

民
科
限
史
評
論
一
細
稲
部

甲

南

大

文

学

会

駒

沢

大

史
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郷
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会
一
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1
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棺
の
源
流
再
考

奈
良
則
の
築
総
遺
跡
に
つ
い
て

保
桃
山
崩
枇
小
治
判
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－
一
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七
・4・L
’u

・3」
イ
ノ

一O八

菊
泡
英
夫
腐
代
兵
務
の
性
栴
と
名
称
と
に
つ
い
て

小
林
栄
三
郎

五
代
叫
筑
間
耶
に
於
け
る
侍
術
観
箪
川
の
成
札
一

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
と

ツ
ン
フ
ト
遺
制
（
下
）

六
七
六
八
合
・
七
五

七
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・
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－
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ス
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・
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治
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0
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い
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